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射性のH 波と，直達性のM波とを排腹筋とヒラメ筋とから同時記録し， H 波の振IIJ ，放電持続時間，なら
びに H 波とM波との関値比 (Hバめを測定して比較検討した。また， アキレス腿反射や随意収縮の筋電
図も記録して比較した。さらに，アキレス腿延長術， および Baker 氏手術を施行した痘性尖足患者につ
いては，術前，および術後，同様の検査を行った。
結果
H波とM波との関値の比 (HjM) は生体インピーダンスの個体差による出響がすくなく， H反射の興奮
闘をあらわすーっの指数として，個体聞の比較に利用することができるという考え方にしたがって，健康
人11例，痘性麻庫患者28例について，排腹筋，ヒラメ筋の闘値比をしらべ亡。閲値比の平均値は健常人で




















とは，これ等の反射に関与する motor unit の数がヒメラ筋の方に多いことを示唆するものであろう。
実際に下腿三頭筋の減張を行った場合，ヒラメ筋における筋平衡反射の反応は著るしく減弱することか
ら， phasic と tonic の 2 通りの筋の活動様式のうち， ヒラメ筋では tonic なものの占める割合が多く，
排腹筋では phasic なものの占める割合が多いと考える乙とができるであろう。
したがって，下腿三頭筋の反射活動において，その主役を演ずるのはヒラメ筋であって，癌性麻庫にみ
られる下腿三頭筋のスパスムスもヒラメ筋のスパスムスがその主体であるとみなすことができるであろ
う。そこで以下の様に結論される。
1) 産性尖足の手術に際し，相動的な運動をなるべくそこなわず，しかも，自己受容反射性の筋緊張緩
和をのぞむならば，ヒラメ筋の減張に主眼をおいた手術法をえらぶべきであろう。
2) 1) の考えにもとづいてヒラメ筋の減張手術を行い，筋平衡反射の反応を著るしく減弱せしめ，相
動的運動に関する筋力は可成保存することができた。
論文の審査結果の要旨
従来から，癌性尖足に対して，その足変形の矯正と，下腿三頭筋の緊張緩和とを目的として，筋および
艇に対する手術法が種々考案きれている。乙れらの方法はその臨床成績について種々検討されているが，
しかし，下腿三頭筋の筋平衡反射機能に関して神経生理学的な考慮、はいまだ十分におこなわれていない様
である。著者はこの点に関して，下腿三頭筋を構成する排腹筋とヒラメ筋の機能的差異を筋電図法によっ
て検索し，大略以下のととき結果を得た。
すなわち，腔骨神経の経皮的電気刺激による下腿三頭筋の反射性収縮 (H反射) ，およびアキレス臆反
射の筋電図についてみると，健常人，空室性麻庫例とも JJJF腹筋にくらべヒラメ筋の方が反射闘値が低く，そ
の反応も大きい。したがって，塵性尖足における下腿三頭筋のスパスムスは，ヒラメ筋の自己受容的な筋
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平衡反射克進がその主体をなすものであると考えられる。
乙の結果にもとづき痘性尖足の手術の際，ヒラメ筋の減張l己主眼をおいて Baker 手術を施行すると，
H反射およびアキレス腿反射の反応はヒラメ筋では著るしく減少し，むしろ排腹筋よりも小きくなった。
しかし，随意収縮の筋電図では，術前，術後ともに排腹筋の方がヒラメ筋よりも振巾が大であった D すな
わち，下腿三頭筋減張手術の際，ヒラメ筋附着部の剥離を十分におこなうことにより，肱腹筋の相動的な
筋活動をあまりそこなわず，ヒラメ筋の筋平衡反射の反応を減殺することができた。
これを要するに，本研究により著者は健常人，および産性尖足患者の術前，術後における下腿三頭筋の
自己受容的反射機能を筋電図学的に検索し，下腿三頭筋の虚縮においてヒラメ筋の占める役割が排腹筋よ
り大きいことを実証した。この結果は産性尖足に対する治療の指示決定にあたり，一つの生理学的根拠を
あたえるもので，臨床上意義ある研究とみとめる。
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